
【 Ｗ Ｅ Ｂ 配信 】 勤務医部会企画講演会

３月２１日は国連で制定された「世界ダウン症の日」です。出生前診断

を考えるとき、多くの人はダウン症候群のことを思い浮かべるのではない

でしょうか。世界的に1,000～1,100人に1人はダウン症候群の状態で生まれ

てきます。

私たちがダウン症について正しく知り、共により良く生きるにはどうあ

るべきか考え実行していくことは大切なことと考えます。

（理事 片渕 美和子）

出生前診断を考える
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３第 回

2024年3月22日 （金）

19：00 ～ 21：00

日

時

医師、歯科医師、医療スタッフ（看護師･

保健師･助産師･薬剤師･理学療法士等）、

学校関係（養護教諭等）、医学部学生

対

象

本講演会は、Zoomウェビナーを使用したライブ配信のWEB講演会です。
右のQRコードをスマホ等で読み取って必要事項を入力のうえお申込みください。
QRコードからのお申込みができない場合は、お電話でも受付いたします。

締切： ３月２０日（水）１７時まで http://bit.ly/498lhP1

講演会のお申込みはこちらから （W E B配信のみ ）

熊本大学では医学部１年生でダウン症候

群の遺伝カウンセリングを、また、３～４

年の臨床講義では、奇形症候群の中で取り

上げている。国家試験も必出の疾患である。

最新研究では大阪大学を中心としたグルー

プがダウン症候群の神経障害の解明に取り

組んでおり、薬物治療につながる可能性も

出てきた。

医学教育の現状と最新研究の状況を解説

したい。

熊本大学医学部におけるダウン症候群の

学生教育と日本の最新研究

熊本大学病院 新生児学寄附講座 特任教授

公益社団法人 熊本県医師会 理事

三渕 浩 氏

講 師

ダウン症を知ろう ～療育や支援のTips～

くまもと江津湖療育医療センター

小児科 山田 みどり 氏

いつも知的障がいの代表選手として挙げ

られるダウン症の支援は、スモールステッ

プで繰り返し教える。それだけで良いので

しょうか？前任地ではダウン症のあるお子

さんの乳児期からの療育や支援を充実させ

ようと、現在は医療迷子になっているダウ

ン症のある方のお役に立ちたいと、外来診

療を行っている経験からダウン症だからこ

その支援の考え方やコツをお伝えできたら

と思います。

日医生涯教育講座
（CC2 医療倫理：臨床倫理）

講

師

講

師

後援：公益社団法人 熊本県医師会


